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要旨

磁界共鳴方式ワイヤレス給電の給電効率は，送受電コイルの品質係数(Q値)と，コイル間の結合係数k
の積であるkQ 積に比例して増加する．そのため，給電効率を上げるには結合係数kまたはQ値を上げ
る必要がある．結合係数kはコイルサイズや距離など，実用化の制約から巻き数の増加，コイル形状の
工夫を用いても向上には限界がある．そのため，Q値の向上が求められる．Q値はkHz帯から周波数を
上げるとある程度向上するが，MHz帯では定在波と近接効果による損失が顕著になり逆に低下する ．
そこで，コイル内に共振コンデンサを分散配置することで，MHz帯での定在波と近接効果を抑制しQ値
の更なる向上を目指す．本研究ではその有効性を示すため大型のコイルと積層小型のコイルを作成
し，計算機シミュレーションと実験から提案方式の特性の評価を行う.
 


